
一般的な一般的なCMSCMS

カスタムアレンジ型カスタムアレンジ型eeラーニングシステムによる高大連携の物理教育ラーニングシステムによる高大連携の物理教育

少子化が進んでいる昨今において、
　　　　　日本の科学技術を支える人材確保が重要である

・・・理系の女性研究者や技術者の活躍が期待されている

【【背景・目的背景・目的】】

特に理系教科は継続的に知識を積み上げていく学問である！ 高等学校と大学の連携教育連携教育の効果は高い

幼稚園から大学院博士課程後期までの一貫教育日本女子大学

本学は複合学科のため高等学校の
物理を未履修の生徒もいる

理系分野への興味を引き出し
理系への進学を促したい

大学側大学側
女性研究者の育成

高校側高校側

本学と本学の附属高等学校ではキャンパスが離れており、
高大連携教育にはeラーニングが有効的である

一貫教育を支援するための
カスタムアレンジ可能なカスタムアレンジ可能なeeラーニングコンテンツシステムラーニングコンテンツシステムを提案

【【カスタムアレンジ型カスタムアレンジ型eeラーニングコンテンツシステムラーニングコンテンツシステム】】

システム概要

高校教員 大学教養 学生実験

素材A

素材B

素材C

素材A

素材C

New

素材A

素材にアクセス

学生

database

素材

keyword

contents contentscontents

Modification

Modification

素材の追加や加修正が行われた
場合、データベースで一元化されて
いるので一括で反映される

CMSの導入

ファイル管理ファイル管理
コース管理コース管理 学生管理学生管理

システム管理システム管理

CMSは高等教育における教育・学習活動をITにより総合的に支援するシステム

contents contents contents

course coursecourse

同じサーバ上

WebCTWebCT

course

contents

contents contents

アクセス制限アクセス制限

student

コンテンツを構成している素材ファイル(html・java)を
データベース化し、一元的に管理

共有

登録された教員の講義を
   履修している学生の情報も共有
長期にわたる学習履歴を
   追うことが可能

一貫教育に有効一貫教育に有効
WebCTをシステム構築に使用

 

knowledgeカテゴリー　75件
techカテゴリー　　　　　 21件物理現象の理論説明物理現象の理論説明

実験器具や装置の説明実験器具や装置の説明

データベース構築

 それぞれの素材ファイルは複数の講義のコンテンツで利用される

同じサーバ上でも各コースは独立している

同一コースに登録することでデータベースなどの共有が可能

素材データベース

knowledge tech

ITによる学習機会を提供

eeラーニングラーニング

最先端の技術を学ぶ有用性 リメディアル教育の必要性

物理実験物理実験

光学光学

力学力学

物理学概論物理学概論

講義講義

波動力学

波動

波動

力学

電磁気学電磁気学

講義講義

講義講義

講義講義

講義講義

電磁波

Maxwell

電磁誘導

ホログラフィ

ホログラフィ

大学教育大学教育

多くの講義が多くの講義が
関連性のある内容関連性のある内容

高等学校で
学んだ物理

基礎

高校から大学までの範囲のコンテンツを作成するには多大な労力が必要

市販のコンテンツを使用するにもライセンス料や各教員の講義計画に
　 沿わない場合が多い

素材を共有しコンテンツを再構築することが可能

データベースの共有はもちろん
他の教員のコンテンツを見ること
もできない

【機能】

高校レベル

大学教養レベル

大学専門レベル
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コンテンツ作成例
①目次をたてる ②目次に応じて必要な素材を

   データベースからリンクする
③不足している素材の作成
    を行いリンクする

①

②

③

連
携
連
携

遠隔講義遠隔講義

離れたキャンパス同士での講義・講義資料の共有

授業の補完ツール授業の補完ツール

講義資料の配布
掲示板の利用

企業における企業における
社員教育社員教育

新たに追加

時間的・空間的に制限されずに学習できる時間的・空間的に制限されずに学習できる
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キーワード集の作成

文章ではなく素材そのものを閲覧することが可能

学生が用語から素材を表示できるようにリンクを作成

従来の検索結果

データベースにある素材を使用し最小限のデータベースにある素材を使用し最小限の
素材でキーワード集を作成可能素材でキーワード集を作成可能

素材データベースのパスを記述

キーワード集

現在データベースの素材96件中6060件件が
キーワードとして登録されている

テキスト文での表示

素材そのものを閲覧

【e【eラーニングの実践とアンケート実施によるシステム評価ラーニングの実践とアンケート実施によるシステム評価】】

対象：物理学実験『偏光』を受講する大学2年生のグループ　12名

アンケート結果より、システムの有用性を検証

アンケート結果 他の授業において
今回使用した素材を用いて授業を
行うことはわかりやすいと思うか

質問数：18問

　日本女子大学および附属高等学校における物理分野の一貫教育を支援することを目的とし、カスタムアレンジ可能なeラーニングコンテンツシステムを
　　提案し、 WebCTの機能を用いて構築した。
　先行的運用として、大学学部の物理系実験においてコンテンツを作成し、eラーニングの実践とアンケートを実施した。
　アンケート結果より、データベースにある独立した素材を用いてコンテンツを作成しても授業の流れに沿っているという結果を得られた。

　本システムにより作成されたコンテンツをさらに他の実験授業、または関連する授業の補助教材として学生に利用してもらい受講者や教員に対する

　　アンケートを行い、システムの検証を行う。

【【まとめまとめ･･今後の課題今後の課題】】

コンテンツは授業の内容に沿っていたか。

キーワードを調べる事で欲しかった内容が得られたか。

他の授業において、今回使用したコンテンツ中の同じ素材を

   用いて授業を行うことはわかりやすいと思うか。

今後実験等でeラーニングを使用したいと思ったか。

アンケート内容

作成したコンテンツ

【【システムの活用システムの活用】】

アクセス制限 学習履歴を用いたシステムの評価

学生トラッキング機能を利用し

◆◆最初最初・・最後のログイン最後のログイン

◆◆アクセス回数の合計アクセス回数の合計

◆◆最後に訪問したページ最後に訪問したページ

◆◆訪問分布訪問分布

を閲覧することができる

生徒の生徒の

学習進歩状況を確認学習進歩状況を確認
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コンテンツページのヒット数

ログイン画面

教員画面

学生は教員により登録された
コンテンツのみが表示され、
学習することができる。
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コンテンツは授業の流れに沿っていたか

★実験授業の中で原理説明としてコンテンツを使用
☆実験後、レポート作成の際や原理の復習のために使用
★コンテンツはデータベースにあるさまざまな素材を用いて構築した

目次 
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 2.   偏光とは??
        2.1.   偏光の研究の歴史
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 6.   ブルースターの法則
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 9.   旋光角・旋光率
        9.1.   旋光率の測定実験①
        9.2.   旋光率の測定実験②

偏光実験のコンテンツの例
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本システムを用いた本システムを用いたeeラーニングによる学習は効果的であるラーニングによる学習は効果的であるといえる！！といえる！！

今後実験等でeラーニング
を使用したいと思ったか

作成したコンテンツと素材数

既存の素材を用いてコンテンツを構成することで
コンテンツ作成の際の労力が削減された
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